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研究課題名「小児 CT検査における造影剤投与が SSDE に与える影響」に関す

る情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は、2019年 4月 1日から 2024年 3月 31日の間に、名古屋大学医学部

附属病院第 18撮影室にて、胸部ダイナミック CT検査または上腹部ダイナミック CT検査

を受けられた、15歳以下の患者さんです。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

CT検査は、X線を用いて体内を断層画像として撮影する検査です。ダイナミック

CT検査では、造影剤と呼ばれる薬剤を静脈から投与し、臓器の血行動態に合わせて複

数回撮影することで、血管や臓器の状態を詳細に評価できます。 

現在、CT検査では、被ばく線量の目安として CTDIvol（Computed Tomography 

Dose Index volume）という指標が広く用いられています。しかし、CTDIvolは、実

際の患者さんの体格を反映していません。特に小児患者では成人患者より体格が小さ

いため、CTDIvolだけでは実際の被ばく線量を正確に評価しにくいとされています。

そこで、米国医学物理士会は、患者さんの体格を考慮した線量指標として SSDE

（Size-Specific Dose Estimate）を提唱しています。 

一方で、SSDEの算出方法では、造影剤投与の有無が考慮されていません。これま

での報告では、成人患者を対象とした造影 CT検査において、造影剤投与による

SSDEへの影響は、1～2%程度と報告されています。しかし、小児患者における CT

検査では、体格や臓器の大きさも成人とは大きく異なるため、造影剤投与が SSDEに

与える影響については十分に検討されていません。 

本研究の目的は、小児患者を対象としたダイナミック CT検査において、造影剤投

与による SSDEへの影響を評価することです。あわせて、現在広く用いられている

CTDIvolと、各撮影時相における SSDEを比較し、小児 CT検査における線量評価の

妥当性について検討します。 

 

研究方法： 

本研究では、既に通常の診療において撮影・保存されている CT画像、CTDIvolを

含む被ばく線量情報、および患者さんの体型に関する指標（年齢、性別、身長、体重

等）を用いて SSDEを算出します。これにより、各撮影における SSDEの変動および



 

 

 

CTDIvolとの関係を評価します。このため、本研究のために新たな検査を実施したり

追加の被ばくが生じることはありません。 

使用するデータは DVDに保存し、鍵のかかる場所で保管・管理をします。研究期

間終了後は、データを 10年間保管したのち、DVDおよび紙媒体の資料をシュレッダ

ーで裁断処分する予定です。 

 

研究期間：実施承認日 ～ 2031年 3月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

画像：CT画像 等 

情報：被ばく線量情報（CTDIvol等）、患者さんの体型指標（年齢、性別、身長、体重

等） 等 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

  連絡先： 

名古屋大学医学部附属病院 放射線部 木野村百香 

住所：〒466-8560 

   名古屋市昭和区鶴舞町 65番地 

直通電話番号： 052-744-2541 

 

 

研究責任者： 

名古屋大学医学部附属病院 放射線部 堤貴紀 

住所：〒466-8560 

   名古屋市昭和区鶴舞町 65番地 

直通電話番号： 052-744-2528 

 

 


